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＜連絡事項＞

・8月1日より、回覧先を統一するに伴い、タイトル名・ファイル名・格納場所等を整備しました。詳細はメールを確認のこと。

・本日17:10～17：30　病院2階会議室にて全看護、介護スタッフを対象とした「クリニカルパスについて」のグループ研修があります。

・8/1～シャワー浴を実施。

・症例、地域復帰支援検討会の書式を変更。詳細はメールで確認のこと。

＜患者様連絡事項＞
・松林　政道様～生活保護手続きの為、担当SW同伴にて9:30～12:00まで外出希望あり、主治医より許可となっている。午後、退院後の生活環境が整った為、退院予定となっている。

・佐々木　淳様～病状の悪化(易怒性、粗暴行為、歩行不安定による転倒)の為、主治医指

示にて、西Bユニットから東Cユニットへ転出となっている。それに伴

い、護送人数が8名から7名へ変更となっている。

・藤井　純子様～11:00療養環境変更目的の為、東Dユニット→西Aユニット50号室へ転入となっている。

・後藤　昭雄様～8/4(土)13:30～8/5(日)16:00まで外泊希望あり、主治医より許可となっている。

・大石　清志様～お盆の外泊について、主治医より許可となっているが、再度、姉様へ確認していくこととしている。

・曽我　正子様～昨日より37.0℃台～38.0℃台の発熱あり。身体不調の訴えは無いが食事摂取量の不安定さ尿失禁続いている。また安静保てず、他者のベッド上に荷物を置き落ち着きなく歩かれている。主治医報告し8/1(水)セット3、CRP 10:00集配　至急FAXで結果が届き次第報告の指示受ける。

＜定期薬変更＞

・伊藤　義彦様～セロクエル(100)1T中止、エビリファイ(6)3T→4へ変更。

・出河　攻様～イライラが治まったとのことで、リントン(0.75)、ユーパン(0.5)、セロクエル(25)中止、エビリファイ(12)1T 1×vds処方となっている。

・坂　貢様～ジプレキサ(10)→(5)へ変更。

・藤井　純子様～カルバマゼピン(100)2T中止、バレリン(200)4T→6T、デジレル(25)5T→3Tへ変更、ピオグリタゾン(15)1T 1×朝　追加処方。

・天間　康弘様～タスモリン(1)中止、リスペリドン(1)2T→1T　1×夕へ変更。

＜転入患者様情報＞

  藤井　純子様(41)　受持ちNs:工藤Ns/長濱CW　部屋50号室

主病名：うつ病

主治医：安ケ平Dr

入院形態：任意入院

H22.8当院退院後は、外来通院、カウンセリングを受けていたが、父の死後より抑うつ感や

食欲低下があり改善されず。母親との関係性にもストレスを感じていた。H24.7.13　2回目

の入院となる。入院後も食欲は改善されず摂取量の少ない状態は続いている。気分の落ち

込みもまだあると話されているが、他者と会話されたりする際は冗談なども交わすことが

出来ている。夜間は背中の掻痒感を訴えあまり眠れないと話すことが多い。日中は自室内

で臥床傾向にある。

7/14　血液検査にて血液が濃い状態であると主治医より説明を受け水分摂取を促されてい

る。起床時、服薬時多めに飲水し10：00　15：00の水分摂取を自室での引きこもりを防ぐ

ためにもホールで行いスタッフに確認してもらうこととしている。

本日療養環境変更のため西病棟Ａユニットへ移動となる。

転入後の経過：11:00西Aユニット50号室へ転入。病棟説明時には笑顔見られるが、午後

の心理士とのカウンセリングでは母をどうしてもふりむかせたい願望の強さ伺え

振り向かせるために行動化に注意するようアドバイスを頂いている。表情もやや冴えず。

備考：OT、リハプロ、SST未導入。今後の方針について自宅への退院となるが日時は未定。

予測指示：①頭痛、腰痛時ヨウフェナック1T(8時間空けて)8/7まで

　　　　　②背部痛(筋肉痛)ツムラ1葛根湯1P+ツムラ68芍薬甘草湯1P　8/7まで

　　　　　③便秘時シンラック液使用8/7まで

　　　　　④下痢時下剤調整　8/10まで

生活保護受給中。母様が保護者だが母様が「ちゃんと食べなきゃだめじゃない」「前より良

くなっているわね」等と声を掛けられる事で本人様の負担になっているとの情報があるの

で、母様面会の際、関わり方についてアドバイスを行っていく必要性がある。

＜要注目患者様ケース検討＞
・中川原　義雄様～痔の痛み訴え、作業を休まれているも、自ら断り静かにベッド臥床している。気分高揚は見られていない。

・曽我　正子様～日中の失禁も目立ってきており、本日の体温は37℃台で、水分摂取は出来ている。

